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山歩きの季節になりました。野山では、美しい景色を楽
しめますが、クマとの遭遇やヤマビルの被害などの危険も
あります。次のことを守って自然を楽しみましょう。

●被害を防ぐには…ヤマビルを寄せつけない忌避
き ひ

剤を衣服
や靴に塗ってください。

●被害にあったら…慌てずヒルを引き離し、ばんそうこう
などで止血します。かゆみが残る場合は、抗ヒスタミン
剤軟膏を塗ります。

ク
マ
に
注
意
！

※ヤマビルや忌避剤に関する情報は、農地森林整備課ホー
ムページでご覧いただけます。tel（866）2117

http://www.city.akita.akita.jp/city/ag/fr/hiru.htm

●鈴・ラジオなどで音を出す　●できるだけ複数で行動を
●子グマには近づかない　●残飯などのごみは残さない

５月30日(金)～６月５日
(木)は、全国ごみ不法投棄
監視ウイークです。環境
だけでなく、私たちの心
も荒らす不法投棄は絶対
に許せません。不法投棄
を発見したら廃棄物対策
課へご連絡ください。

tel(866)2076
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監視ウイーク
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ヤマビルは沢沿いや湿気の多い場所に生息

市では、緑化活動を支援する制度を一本化し、「緑の
まちづくり活動支援基金」を、市民・企業からの寄付と
市からの拠出で創設しました。この基金を活用し、今
後、みなさんが行う都市緑化活動を支援していきます。
あなたの寄付が秋田のみどりを創ります。ぜひご協

力をお願いします。

身近な花や緑は心が和みますね

花苗・肥料の購入費などの２分の１(上限２万円)

「商店街の歩道にフラワーポットを置きたい」など、
まちなかに花や緑を増やす活動に助成します。

花苗・肥料の購入費などの２分の１(上限５万円)

町内会など、２人以上の市民グループ(生け垣は
１人でも可)など

対象

助成

助成

商店会や、市内に事業所がある法人など対象

１口1,000円寄附金

申し込み 応募用紙、必要書類の記入例を下記の窓口
に請求し、６月２日(月)から20日(金)まで、お申し込み
ください 花と緑いっぱい活動支援コース
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基金の問い合わせ・助成の申し込み

●公園課(市役所３階)tel(866)2154
●緑のまちづくり活動支援基金事務局tel(829)0221
(仁井田の秋田リバーサイドグリーン内)

花苗、生け垣のための支援コース
「町内の花だんに花を植えたい」「自宅に生け垣を作り
たい」など、身近な緑と花を増やす活動に助成します。

みなさんが身近な緑を増やす活動をするとき、緑の
まちづくり活動支援基金を活用して支援します。花苗
を植えるなどのソフト部門と、広場や散策路などを造
るハード部門があり、今回はソフト部門の２コースを
募集します(ハード部門は９月に募集予定)。

基金を活用して緑化活動に助成

▼

緑のまちづくり活動支援基金を創設

春の農作業が始まり、農業用水路の水かさが増えます。水路のそばを通ると
きは、水路に落ちないようご注意ください。農地森林整備課tel(866)2117


